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江戸時代の長崎に来航した温州船について
―『華夷変態』を中心に―
呉 　征　　涛
The Merchant Ships from Wenzhou to Nagasaki during the Edo Period  
―Based on the Records of Kai hentai
WU Zhengtao
Abstract
	 During	 Song	 Dynasty	 China,	 Longquan	 celadon,	 which	 enjoyed	 a	 good	
reputation	 both	 in	 China	 and	 abroad,	 was	 exported	 to	 Japan.	Wenzhou,	 a	 port	
located	 in	 the	 southeast	 of	 Zhejiang	 province,	 played	 an	 important	 role	 in	 the	
Longquan	celadon	export	to	Japan.	
	 Wenzhou	has	a	 long	history	of	exchange	with	Japan.	In	the	Yuan	Dynasty,	
a	Japanese	monk	 landed	at	Wenzhou	 in	order	to	 learn	Chinese	Buddhism.	Since	
then,	 although	 the	 friendly	 exchange	 between	Wenzhou	 and	 Japan	was	 at	 one	
time	 interrupted	 due	 to	 the	 harassment	 of	 Japanese	 pirates	 during	 the	 Ming	
Dynasty,	 the	 trade	 between	 Wenzhou	 and	 Japan	 developed	 	 at	 a	 fast	 rate.	
Merchant	 ships	 sailing	 from	Wenzhou	 to	 Nagasaki	 increased	 rapidly	 from	 the	
time	 of	 the	Kangxi	 period	 during	 the	Qing	Dynasty	 due	 to	 the	 ban	 on	 foreign	
trade	（海禁）	being	lifted.	These	merchant	ships	sailing	from	Wenzhou	to	Nagasaki	
were	described	 in	a	Japanese	work	called	Kai hentai	（華夷変態）	written	during	
the	Edo	Period.	
	 At	present,	research	about	the	trade	exchange	between	Wenzhou	and	Japan	
in	ancient	times,	especially	research	that	discusses	the	trading	patterns	between	
Wenzhou	and	Japan	during	the	Edo	Period	 is	scarce.	
In	 this	 paper,	 the	 author	 will	 attempt	 to	 reconstruct	 the	 trading	 patterns	
between	Wenzhou	 and	 Japan	 during	 the	Edo	Period	 by	 examining	 the	 records	
of	 the	Kai Hentai.
Keywords：江戸時代、長崎、温州船、『華夷変態』、貿易
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 5号128
はじめに
　宋代中国において陶磁器生産が盛んで、11世紀の半ばに入ると、中国の陶磁器生産地を代表
する六大窯系の一つである浙江西南部の龍泉窯の陶磁器の多くが日本へ輸出された1）。浙江西南
の地の甌江流域付近で生産された龍泉窯の陶磁器のほとんどが甌江の港の温州で積み込まれ、
日本へ輸出されていた。龍泉窯の陶磁器を海外に伝播する重要な基地となった温州は、当時中
国と海外との経済的交流に大いに寄与していた2）。
　温州は港として船舶の往来にとって良好な条件を備え、甌江を遡ると龍泉窯の生産地域に達
し、その後背地も海外へ輸出の物資が充実していたとされる3）。温州と日本との関係で言えば、
元代の至元 5 年（延元 4 、1339年）に日本僧侶の無文元選が元に赴く際に、温州に上陸したこ
とは温州と日本との文化交流の一つの実例であるといえよう4）。その後、明代、とくに嘉靖年間
（1522－1566）における倭寇による温州の侵略がしばしば見られた5）。清代康煕年間（1662－1722）
になって、「海禁」が解除されると、中国から多くの貿易船が長崎へ来航してきた。これらの貿
易船の情報は江戸時代の唐船風説書を大量に収めた『華夷変態』に記載されている。その中で
温州から長崎に来航した船は「溫州船」と記されている。
　『華夷変態』の温州船に関する記録を通じて、長崎に来航した温州船の具体的な様子と当時温
州に関する一部の事情が窺える。このような視点での先行研究に、松浦章の「清代福建・沙埕
船の長崎来航について」6）があり、『華夷変態』の記録によって、江戸時代の前期に長崎へ来航
した沙埕船を分析し、沙埕が福建省の中南部より温州との関係のほうが深かったことが指摘さ
れるが、温州船がもたらした情報に関しては論及されていない。また、古代の温州と海外との
貿易史に関する研究として徐文永の「温州古代海外貿易史述略」7）がある。徐氏の研究は時期別
に温州と海外との貿易史を検討し、清代における温州と日本との貿易にも言及したが、その貿
易が具体的にどのようであったかについては論じていない。
 1）	 劉恒武「越窑青瓷的海外輸出與浙東海上交通的変遷」『西北大学学報』第40巻第 4 期（西北大学学報編輯
部、2010年）、59頁。
 2）	『温州港史』、人民交通出版社、1990年、20頁。
 3）	『浙江航運史』、人民交通出版社、1993年、108頁。
 4）	『諸祖行実』には、「師諱元選、號無文、京城人也、族後醍醐天皇、母昭慶門院也。康永二年癸未、師歲
廿一歲、奮志將遍大唐、拜祖師塔……欲到明州之津、有人購和國人欲殺之、船主畏其害……然泛海五朝夜、
乃於浙東溫州著岸。師七日又夜窮孤洲、烟卧浪宿、絕飲食矣。」と記載されている。（『大日本史料』、東京
帝国大学史料編纂所、1908年、875頁。）
 5）	 呉征涛「嘉靖年間の温州における倭寇」、『文化交渉　東アジア文化研究科院生論集』、第 4 号、2015年、
177－195頁。
 6）	 松浦章「清代福建・沙埕船の長崎来航について」、『南島史学』、第67号、南島史学会、2006年、 1 －18頁。　
 7）	 徐文永「温州古代海外貿易史述略」『商場現代化』総第	569	期（商場現代化編輯部、2009	年）、221頁。　
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　そこで、本論文は江戸時代の日本の史料や同時期の中国の史料を利用し、とくに『華夷変態』
の温州船に関する記録を中心に、当時の温州はどのような地であったのか、温州と日本との貿
易はどのようであったかを明らかにしたい。
一、浙江省温州府の地理的位置
　江戸時代の人々にとって温州に関する知識はあまり詳しくはなかった。長崎の人であった西
川如見の『増補華夷通商考』に、温州について次のように記している。
臺州府
此の所より出す舩も、皆寧波（ねいは）に來て天氣を俟て長崎へ渡る也。天臺（てんだい）
山此所に在り。赤城山（せきじやう）もありとぞ。道規海上日本より三百二十里。戸数三
萬軒。
溫
をんしうふ
州府
臺州同前の所也。毎年長崎へ舩仕（ふねし）出（いだ）す處也。道規日本より三百三十里。
戸數凡同前8）。
とあり、温州は「臺州同前の所也」とあるように、台州とほぼ同じところと記録されている。
ただし、「毎年長崎へ舩仕出す處也」と、温州は毎年にわたり長崎に船を出している地と記され
ている。温州については「をんしうふ」とルビがふられたが、『華夷変態』の例を見るかぎり
「ウンチウ」、「ウンチフ」、「ヲンシフ」、「ウンジウ」と 4 種類の読み方が見られる9）。これは、長
崎の唐通事が唐船の乗員乗客と直接対話することにより、温州の読み方を日本慣用の漢字音に
したか、あるいは中国語の生の発音を描写したか、いずれかのことからであろうと考えられる。
とくに、「ウンジウ」の場合、「州」を「ジウ」と発音することで温州方言10）の特徴が見られる
ことから、唐通事が発音をそのまま記録したのではないかと思われる。『華夷変態』に温州の読
み方が不安定で、しかも時期によってゆれていることから、当時の日本人の温州に対するイメ
ージが温州から長崎へ来航した船により変化しつつあったことが見られる。
　これら温州から日本へ来航した船は『華夷変態』では「溫州船」と記されている。また、オ
ランダ記録をも合わせてその隻数は寛文 3 年（康煕 2 、1663年）から宝暦 3 年（乾隆17、1753
年）にかけて27隻が知られる。それらをまとめたものが次の表 1 である。
 8）	『増補華夷通商考』、岩波書店、1988年、89頁。
 9）	 蔡雅芸「江戸時代前期における中国地名の字音」『アジア文化交流研究』第 5 号（関西大学アジア文化交
流研究センター、2010年）、609－623頁。　
10）	 温州方言では「州」を「ジウ」と近い「jeu」で発音する。
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西暦 日暦 中国暦 番船 船主 乗員数 船舶の来航履歴 頁
1663 寛文03 康煕02 ― ― ― ― ※永9311）
1687 貞享04 康煕26 42番温州船
張羽聞（船主）、
陳乾（脇船主）
77
貞享 3 年張は38番寧波船（船
主）、陳は初渡
697
1688 貞享05 康煕27 06番温州船 鍾瑞甫、徐人也 88
貞享 4 年鍾は126番南京船（船
主）、徐は初渡
842
1690 元禄03 康煕29 33番温州船 呉公望 38 元禄 2 年23番南京船（船主） 1206
1691 元禄04 康煕30 09番温州船 陳宗官 37 元禄 3 年29番普陀山船（船主） 1308
1691 元禄04 康煕30 31番温州船 劉仲啓 52 元禄 3 年41番沙埕船（船客） 1332
1691 元禄04 康煕30 85番温州船
林于騰（船主）、
何倩甫（脇船主）
45 元禄 3 年林は82番東京船（船主） 1390
1692 元禄05 康煕31 17番温州船
劉仲啓（船主）、
馬永錫（脇船主）
47
元禄 4 年劉は31番温州船（船
主）、馬は同船（船客）
1427
1693 元禄06 康煕32 02番温州船 劉仲啓 45 元禄 5 年17番温州船（船主） 1501
1693 元禄06 康煕32 74番温州船 費叔臣 53 元禄 5 年34番寧波船（船主） 1587
1694 元禄07 康煕33 04番温州船 費叔臣 50 元禄 6 年74番温州船（船主） 1617
1694 元禄07 康煕33 56番温州船
張復官（船主）、
葉二使（脇船主）
42
元禄 6 年張は45番泉州船（船
客）、葉は13番厦門船（船客）
1667
1695 元禄08 康煕34 39番温州船 劉仲啓 48 元禄 7 年64番咬留吧船（船客） 1748
1696 元禄09 康煕35 18番温州船 何隆夫 43 元禄 8 年52番広東船（筆者役） 1778
1696 元禄09 康煕35 37番温州船
林三官（船主）、
何八使（脇船主）
47
元禄 8 年林は52番広東船（船
主）、何は同船の（筆者役）
1789
1696 元禄09 康煕35 59番温州船
王十官（船主）、
陸振遠（脇船主）
59
元禄 8 年王は49番寧波船（脇船
主）、陸は初渡
1817
1697 元禄10 康煕36 15番温州船 周允相 31 元禄 9 年03番船（筆者役） 1862
1697 元禄10 康煕36 28番温州船 凌我惟 41 元禄 9 年20番寧波船（船人） 1875
1697 元禄10 康煕36 44番温州船 何四官 37 元禄 9 年25番船（船客） 1891
1697 元禄10 康煕36 64番温州船 林騰学 40 元禄 9 年38番寧波船（船主） 1910
1697 元禄10 康煕36 73番温州船 林克書 50 元禄 9 年09番（船主） 1919
1698 元禄11 康煕37 06番温州船
何隆夫（船主）、
林大輔（脇船主）
45
元禄10年何は18番（船人）、林は
初渡
1961
1698 元禄11 康煕37 35番温州船 林騰学 35 元禄10年64番温州船（船主） 1990
1698 元禄11 康煕37 42番温州船 林克書 49 元禄10年73番温州船（船主） 1997
1710 寶永07 康煕49 48番温州船 緒谷暉 41 宝永06年04番船（船主） 2676
1711 正徳01 康煕50 20番温州船 陳師觀 55 宝永06年05番船（船主） 3016
1753 宝暦03 乾隆17 ― ― ― ― ※永12712）
注：	「※」以外の頁は『華夷変態』の頁数を示す。（『華夷変態』、東方書店、1981年、上冊は 1 －921頁、中冊は
923－1841頁、下冊は1843－3041頁）
表 1　長崎来航温州船
11）	 永積洋子編『唐船輸出入品数量一覧1637～1833年―復元　唐船貨物改帳･帰帆荷物買渡帳―』創文社、
1987年、93頁。
12）	 永積洋子編『唐船輸出入品数量一覧1637～1833年―復元　唐船貨物改帳･帰帆荷物買渡帳―』創文社、
1987年、127頁。
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　表 1 に示したように、温州を出発地とし、長崎に来航した船主の中で来日回数が最も多かっ
たのが劉仲啓であった。彼は現在知られるものとして、元禄 3 年41番沙埕船の来航時に船客、
元禄 4 年31番温州船の船主、元禄 5 年17番温州船の船主、元禄 6 年 2 番温州船の船主、元禄 7
年64番咬留吧船の船客、元禄 8 年39番温州船の船主として少なくとも 6 回にわたり長崎に来航
した。劉仲啓に次いで、何隆夫は 4 回で、費叔臣、林騰学、林克書などの船主も少なくとも 3
回渡来した。乗員数から見れば、最も多かったのが貞享 5 年 6 番温州船の88人で、最も少なか
ったのが元禄10年15番温州船の31人であった。
　表 1 に列挙した27隻の温州船と他の地域を出帆した中国貿易船は長崎に入港した際に、温州
の地理的情報に関する報告をもたらした。温州について船舶の経由地として報告された最初の
ものが、貞享 2 年（康煕24、1685年） 8 月24日に長崎に入港した61番普陀山船である。同船の
報告によると、
右度々之惡風故、七月には葊東舩壹艘、溫州と申所にて致破舩候、此舩も御當地へ參筈之
舩にて御座候所に、右之仕合故參得不申候13）。
とある。同年の 7 月には広東船 1 艘が暴風に遭い温州で破船したと、61番普陀山船が長崎に温
州に関する情報をもたらした。しかし、温州がどのような地であるかは触れていない。同年に
温州にいた福州船の報告からもう少し温州の様子が知られる。その福州船とは 7 月13日に福州
から長崎へ出帆した75番福州船である。
私舩之儀、七月十三日に福
ホクチウ
州より出舩仕候處に、大風に逢、三度迄大清之地へ乘戻り申候、
其節帆柱幷梶損じ申候により、溫
ウンチウ
州と申所に而、梶帆柱をかへ、九月廿五日溫
ウンチウ
州より出舩
仕14）。
とあり、 7 月13日に福州を出帆した75番福州船が暴風に遭い、梶も壊れ、温州でそれを修理し
て、 9 月25日に温州を出帆し長崎に向かった。当時の温州は船の修繕が可能な地として知られ
ていた。
　その温州を本港として来航したのが貞享 4 年（康煕26、1687年） 4 月11日に長崎に入港した
42番温州船である。その報告には、
私共出舩仕候溫
ウンチウ
州之儀、大清十五省之内に而、浙江之境内に而御座候、尤此所も一府に而
御座候故、一城有之儀に御座候、人民も城中城外共に、數十萬有之所に而御座候、（中略）
13）	『華夷変態』、東方書店、1981年、518頁。
14）	 同書、529頁。　
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此溫州にも御當地へ來朝之用意仕候舩、當分貳艘は私共存申候、此貳艘も未荷物招寄不申
候により、當分之出舩成兼罷在候、夏中には荷物次第に參可申候、若荷物相滞り申候ば、
不參儀も可有御座候、此溫州は寧波などにちがい、舩之仕出し勝手惡敷御座候により舩之
仕出しすくなく可有御座候、私船も荷物才覺に難儀仕申候15）。
とあり、温州は清の浙江の一府であり、城内と城外との総人口が数十万であること。同時期温
州から長崎に向かう貿易船は42番温州船以外にも 2 隻あること、この 2 隻は荷物の準備はでき
ないため、長崎に来航するかどうかが不明であると報告している。ここで、この時期における
温州は寧波とは異なって、積荷とする商品が不足し、長崎への出船が困難であったという状況
が見られる。
　元禄 5 年（康煕31、1692年） 3 月23日に長崎に入港した17番温州船は、
寧波之様子は、一省之内と乍申、溫州へは少々程遠く御座候に付、來朝之舩之様子存不申
候、（中略）遠省之儀は、溫州邉土に而御座候得ば、委細承不申候16）。
と、温州を「邉土」といい、温州は寧波とは同じ浙江にあるが、少し離れている辺鄙な地であ
ると報告している。
　元禄 7 年（康煕33、1694年） 6 月22日に長崎に入港した56番温州船も、
其委き儀は、溫州も邉土之儀に御座候得者、微細之様子は存不申候17）。
と、同じく辺土といい、元禄 9 年（康煕35、1696年） 6 月28日に長崎に入港した37番温州船の
場合も、
私共舩仕出し申候溫州之儀者、邉海故に而有之候歟18）。
と、温州を「邉海」に位置していると言っている。
　正徳元年（康煕50、1711年） 2 月20日に長崎に入港した20番温州船は、
15）	 同書、697頁。
16）	 同書、1427－1428頁。
17）	 同書、1668頁。
18）	 同書、1790頁。
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溫州之儀、邉海之地に而御座候得ば、余之湊之儀、委細存不申候19）。
と、同じく温州は「邉海」に位置しているので、他の湊の情報に関して詳しくはないと報告し
た。温州は各港の情報が通達する地ではなかったことがわかる。
　以上これら温州の地理的状況に関する報告を長崎にもたらした温州船がどのような契機で始
まったのか、来航した際に、どのような積荷をもたらしてきたかについて次に述べてみたい。
二、江戸時代の長崎に来航した温州船とその積荷
　周知の如く、明朝に替わって中国を支配した清王朝は、しばらくのあいだ民衆の海上航行を
禁じる海禁政策を行った。しかし、海禁政策としての遷海令が清王朝によって施行されていて
も、温州沿海の民衆は禁を破って海上貿易を行っており、それらは清王朝の取締りに関する順
治18年（寛文 1 、1661年）頃の「刑部等衙門尚書覺羅雅布蘭等殘題本」に見られる。
翁采口供、係福建福州府閩縣人、於舊年杭州買紅毡壹百條藥材貳挑、本年正月間從瑞安附
舩、舩主王自成、於初玖日開舩到□□東洋長崎、（中略）王一口供、係福建福州府福清縣
人、住南臺後埠街、舊年叁月買夏布在杭州發賣、買絲肆拾觔往沙埕、正月平陽下舩、舩主
王自成、同王旺過洋、正月盡到長崎賣銀壹百叁拾柒兩、（中略）吳耀口供、係處州府慶元縣
人、去年捌月到杭州、有白笋拾擔買毡伍拾條、正月初伍日到平陽下舩、月盡到東洋、（中
略）王旺□□係福建漳州府海澄縣人、住蘇州、買藥材往溫州、正月到瑞安上舩、正月盡到
長崎、賣銀貳百兩、（中略）魏久口供、係福建福州府閩縣人、住本處、在杭州買藥材、同王
旺正月初伍日到平陽下舩、舩主王自成就開舩到長崎、賣銀壹百兩、（中略）王貴口供、係四
川龍安武平府縣人、住本處、販貝母川芎到蘇州賣折本、又買藥材叁擔、同翁采共舩、正月
到平陽下舩開舩、月盡到長崎、賣銀拾貳兩、（中略）是王吉甫、張瑞、翁采、王一、盧措、
王旺、魏久、盧五秀、高叅、周太、吳耀、王貴、李茂、楊君甫俱著即處斬、餘俱依議20）。
　順治17年（万治 3 、1660年）、浙江省温州府治下の瑞安県と平陽県から日本の長崎に赴いた王
自成船があった。この船には翁采、王一等の客商が乗船していた。福建商人が 4 人、浙江商人
と四川商人がそれぞれ 1 人である。彼らが杭州や蘇州などの地域で商品を調達し、温州府下の
瑞安と平陽から長崎への船に搭乗し、交易を行った。彼らは温州の瑞安と平陽を出発したが、
すべて温州出身ではない外地の商人であった。彼らが長崎で販売した商品は主に漢方薬、糸、
19）	 同書、3016頁。
20）	『明清史料』、丁編三本（全十本）、「刑部等衙門尚書覺羅雅布蘭等殘題本」、中央研究院歴史語言研究所、
1972年、258－259頁。
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絨毯であった。これらの商人が搭乗し、温州から長崎に向かった船に関する情報は日本側の記
録には見られない。しかし、当時の中国沿海部の民衆が遷海令に違反し、利益を求めるために
長崎へ渡海したことが知られる貴重な記録と言える。
　しかし、康煕22年（天和 3 、1683年）に、台湾に割拠していた鄭成功の孫･鄭克塽が清に降
ると、その次年に、
康熙二十三年、議准浙江沿海貿易收稅例、九卿等議覆、工部侍郎金世鑑疏言、浙江沿海地
方請照山東諸處見行之例、聽百姓裝載五百石以下舩隻往海上貿易捕魚、預行稟明人數、至
收稅之處、交與該道計貸之貴賤、定稅之重輕、按季造冊報部、應如所請、從之。又定開海
征稅、則例其海口內橋津、地方貿易悉免抽分、九卿等議覆、戶科給事中孫蕙疏言、海洋貿
易宜設立專官收稅、應如所請得21）。
とあり、清王朝は「海禁」を解除し、沿海の民衆が五百石以下の船で貿易と捕魚活動に従事す
ることが許された。ただし、民衆が乗員と積荷を官府に報告する必要があり、その報告によっ
て一定の税金を官府に徴収された。また、海洋貿易の税金を徴収するのに特定の四海関が設け
られた。その内浙海関は康熙24年（貞享 2 、1685年）に、次の所が決められた。
海關、在鎮海縣南薰門外。康熙二十四年、建海關行署在府治南、舊理刑廳館地。（中略）口
址一十五處、大關口、古窑口、鎮海口、湖頭渡、小港口、象山口、乍浦口、頭圍口、瀝海
口、白嶠口、海門口、江下埠、溫州口、瑞安口、平陽口。溫州口、離關署七百八十里、由
陸路屬溫州府永嘉、樂清二縣。地方又旁口四、寧村、狀元橋、黃華關、蒲岐。瑞安口、離
關署八百五十里、由陸路屬溫州府瑞安縣。平陽口、離關署九百二十里、由陸路屬溫州府平
陽縣。又旁口一、大漁22）。
　浙江寧波府鎮海縣に浙海関の大関が設けられた。その他に、支部として十五の「口」が設立
された。その中、温州口、瑞安口、平陽口の三ヶ所が温州府に所属していた。
　以上のことから、江戸時代の「鎖国」下にあって長崎貿易のために来航した温州船が展開令
後に増え始め、中国の商品を積載してきたことがわかる。次に、江戸時代に長崎に来航した温
州船が長崎へどのような貿易品をもたらしたかについて述べたい。
　宝永 6 年（康煕48、1709年）に長崎の西川如見が作成した『増補華夷通商考』に浙江省の物
産に関して次のように記されている。
21）	『皇朝文献通考』、「征榷考」、巻二十六、図書集成局、1901年、 4 頁。　　
22）	 沈翼機『浙江通志』中国省志彙編之二、巻八十六、華文書局、1967年、1462－1463頁。　
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白絲嘉興湖州　縐紗杭州	綾子同綾鐖緫同紗綾同、溫州は下品　雲綃同、なんきんどんす　錦同金
糸布同葛布寧波金華　毛氈同綿紹興湖州　羅溫州　裏綃同、なんきんしょ茶嘉興紹興　紙嚴州金
華　竹紙衢州紹興　扇子所々　筆湖州　墨杭州　硯石衢州　瓷器處州、やきもの茶碗藥同　漆嚴
州杭州　燕脂杭州紅粉の類　方竹台州　冬笋杭州もうそうたけのこ　南棗金華　黃精杭州　芡實同
竹鷄金華　紅花木犀寧波　附子同藥種杭州湖州甚多し。
右の外細物雜品猶多し。南京土産に相同じ23）。
とあり、温州の出産物に羅が見られる。その他に、紗綾の生産もあったが、下等品であったよ
うである。羅と紗綾に関しては、江戸時代中期の寺島良安が編纂した『和漢三才図会』に見ら
れる。
按羅、上繒也、地如有疇、織目不密而不紕、堪為單襦。本朝亦多出之、然不如中華物。紋
羅、似羅而有飛文、以為浮屠黑衣24）。
紗綾、絲紬俗云左夜。按紗綾、似綾而文如稻妻、又如菱墻者名菱墻、紗綾和漢共有之。
綾、和名阿夜、唐綾。倭名抄云、綾似綺而細者也。按綾有數品、今唯稱綾者似紗綾、而地
文皆二重菱、呼名幸菱、以得嘉祱之名、官家裝束素衣、小兒產衣等必用之。
綾子、綸子、俗里牟須。按綾子、似紗綾而厚、地文稻妻間有一枝花、無花亦有絲、滑黏、
是綾類之最上也25）。
　羅は上等の織物で、当時の日本でも羅の生産があったが、中国産の物には及ばなかった。紗
綾は綾子と綾に相似した織物であり、日中両国いずれもあったと記録されている。最初に商品
として長崎まで積載されてきた紗綾は、オランダ記録から寛文 3 年（康煕 2 、1663年）に長崎
に入港した 2 隻の温州船の積荷に見られる。それらを掲げれば次の表 2 のようになる。
　寛文 3 年（康煕 2 、1663年）に長崎に入港した温州船の 2 隻がもたらした主要な商品の中に、
1 番船に紗綾が1,200反で、2 番船には331反であった。他の商品を分類してみると、温州船（ 1
番船）の積荷は、白砂糖の4,300斤、黒砂糖の460斤を合わせて砂糖は4,760斤に達している。そ
の他に白糸の3,270斤と紗綾の1,200反、綸子の810反などの品物も多かったのである。温州船
（ 2 番船）が積載した砂糖は、白砂糖の10,000斤、氷砂糖の2,640斤、黒砂糖の600斤を総計する
と13,240斤であり、砂糖だけで積荷の大半を占めている。また、白糸、紗綾、赤縮緬などの反
物もあり、沈香も50斤があった。以上の大量の積荷が長崎まで運ばれた過程での担い手につい
て元禄 3 年（康煕29、1690年）に長崎に入港した41番沙埕船が報告している。
23）	『増補華夷通商考』、岩波書店、1988年、90頁。
24）	 寺島良安編『和漢三才図会』、卷27、東京美術、1970年、358頁。
25）	 同書、356頁。　
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私共舩は、福州之内沙埕と申所に而仕出し、則於彼地、唐人數六拾人乘組候、當二月六日
に私共舩壹艘斗出舩仕出し、同十五日に少々用事御座候を相調申ため、溫州と申所へ舩を
寄せ申候所に、幸御當地へ志し申候客共御座候故、其荷物を招乘せ申ため、彼地へ致逗留
候而、客荷物乘せ仕廻、四月十五日に溫州を出舩仕候、（中略）溫州へ滞留仕候内に、福
州、泉州、厦門、其外葊東、南京、寧波より商人共參合、右諸省より当年御當地へ志し申
候商舩与去年より少々減じ申候由承申候 27）。
　温州に福州、泉州、厦門、広東、南京、寧波などの中国沿海各地の商人が参集し日本貿易を
企図していた。41番沙埕船は福建省の沙埕を出帆し、 2 月15日に温州に着船し、乗客と荷物を
召集し、 4 月15日に出船した。温州に滞留するあいだに、福州、泉州、厦門、広東、南京、寧
波など各地からの商人が温州に集まっていたと報告している。これらの商人は長崎で商品を販
売するために各地の商品を温州まで運送した。それだけではなく、当地を経由した温州船に積
まれ、長崎まで運送されたものもある。それに関しては、宝永 7 年（康煕49、1710年） 8 月14
日に長崎に入港した48番温州船の報告で見られる。
私共舩之儀は、浙江之内溫州に而仕出し、唐人數四拾壹人乘組候而、當七月十五日溫州よ
り致出舩、同廿五日寧波へ舩を寄せ、彼地に而荷物積添、八月九日に寧波乘出し、同廿五
日普陀山へ乘寄せ、即日普陀山出帆仕致渡海候28）。
48番温州船は 7 月25日に寧波にて荷物を積み込み、 8 月25日に長崎に向かって出帆した。船に
26）	 永積洋子編『唐船輸出入品数量一覧1637～1833年―復元　唐船貨物改帳･帰帆荷物買渡帳―』創文社、
1987年、93頁。
27）	『華夷変態』、東方書店、1981年、1216－1217頁。
28）	 同書、2676頁。
寛文 3 年（1663年）温州船（ 1 番船）の積荷
白糸 3,270斤 綸子 810反 金欄緞子 10反 鹿皮 390枚
紗綾 1,200反 茶苧 216反 白砂糖 4,300斤 蘇木 1,000斤
縮緬 552反 ラクダ毛織物 468反 黒砂糖 460斤 薬種 300斤
雑貨 2 箱
寛文 3 年（1663年）温州船（ 2 番船）の積荷
白糸 2,000斤 赤縮緬 13反 白砂糖 10,000斤 薬種 440斤
綸子 45反 絹縫糸 21斤 黒砂糖 600斤 蘇木 1,000斤
紗綾 331反 紙 24包 氷砂糖 2,640斤 ラクダ毛織物 4 反
沈香 50斤 茶 50斤 雑貨 1 箱
表 2　寛文 3年（1663年）に長崎に入港した温州船の積荷26）
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は温州の出産物のみならず、寧波の商品も入っていた。これらの商品は事前に温州に転送され、
長崎へ運送されたのではなく、直接に長崎に向かう寧波を経由した温州船に積まれたのであっ
た。さらに、同船の積荷に関しては『唐通事会所日録』に、
四拾八番溫州舩へ年番兩人參候而出所･人別相改申侯、但此舩より伽羅持渡申候、則書付
御兩所共ニ四郎八差上申候所ニ、伽羅卸し御檢使迎差出候様ニ被仰付候、依之、立山へ安
次郎、西幸參郎罷出候、宿町之儀押送ニ被仰付候ニ付、立山年行司迄内意申遣候、其元へ
伽羅卸し立合候様ニ被申聞候由申遣候處ニ、宿西築町へ直ニ申參、出合申候、伽羅參百貳
拾五斤、木數貳百四拾九木、六箇御封被成、直ニ立山へ御持せ被成候29）。
とあり、48番温州船は伽羅を積載していたと記録している。48番温州船には伽羅が325斤、普通
の木材が249本であったことから、温州船の長崎へ運送した積荷の中に伽羅のような貴重な品物
と普通の木材があったことがわかる。伽羅とは、質がよい沈香であり、『和漢三才図会』によれ
ば、
聖皇本紀云、推古天皇三年、異木寄淡路以代薪、其香妙絕也。（中略）按沈香、交趾之產脂
潤柔靭而重為最上。暹羅之產色似鶉彪而香亦佳。次之、太泥之產木理相透、狀色美而其香
不佳。占城之產白黑襍似鶉彪而香不佳也。近年中華之舩亦少將來之30）。
とあり、古くから贅沢品として取り扱われてきたものである。沈香はベトナムの交趾のものが
極上で、タイの暹羅のものがこれに次ぎ、マレー半島にある太泥国とベトナム南部のものは香
がよくない。近年において沈香を積載してくる中国貿易船は少ないと記している。『和漢三才図
会』は正徳 2 年（康煕51、1712年）に作成されたことから、「近年中華之舩亦少將來之」とある
ように、1712年以前の中国貿易船が一般的に沈香を積載していたことが知られる。
　正徳元年（康煕50、1711年） 6 月11日に長崎に入港した40番台湾船の報告によると、
私共舩之儀は、浙江之内溫州より当三月福建之内臺灣へ罷渡り、彼地出産之砂糖相調、唐
人數三十九人乘組候而、当四月十九日臺灣致出舩31）。
と、40番台湾船は本来温州を出帆した船であり、同年 3 月に台湾に寄港し、台湾で砂糖を積み、
4 月19日に長崎に向かって出帆したと記している。なぜ台湾で砂糖を購入してから長崎に向か
29）	『唐通事会所日録』、五、東京大学史料編纂所、1955年、273頁。
30）	 寺島良安編、『和漢三才図会』卷82、東京美術、1970年、1167頁。
31）	『華夷変態』、東方書店、1981年、3025頁。
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ったかというと、『和漢三才図会』巻九十、甘蔗の条に、寺島の按語によれば、
思うに、沙糖には氷餹･餹霜･紫餹の三品がある。もとはこれらは同一物で、ちょうど生
鉄･熟鉄･鋼鉄のちがいのようなものである。わが国に甘蔗を移し植えても繁茂しない。餈
餅の味付けとして沙糖は必用の食品とされる、（中略）諸外国から来るが、潔白で湿ってい
ないものが佳い、（中略）すべて太
たいわん
寃（台湾）のものを極上とし、交趾のものはこれに次
ぐ。南京･福建･寧波などはまたその次である。咬留巴･阿蘭陀のものは下等品である32）。
と、18世紀初頭の日本では、砂糖は大別して氷砂糖、白砂糖、黒砂糖の三品があった。これら
はいずれも甘蔗から製造されたが、当時の日本では甘蔗が繁茂していなかった。そのため砂糖
が海外から長崎にもたらされたのであり、輸入される白砂糖には台湾のものが極上であったか
らであろう。温州の商人は台湾で砂糖を購入してから、長崎まで運び高価で販売するのを通し
て利益を収めるという運航形態が見られる。
　そこでオランダ記録から、宝暦 3 年（乾隆17、1753年）の温州を出帆した貿易船の長崎への
積荷を掲げれば次の表 3 のようになる。
　宝暦 3 年（乾隆17、1753年）瑞安船の 1 隻がもたらしてきた積荷を見ると、氷砂糖と最上白
砂糖と白砂糖の量は35,500斤であり、主要な商品である。反物は見えなくなり、その代わりに
山帰来（土茯苓）の16,000斤、小茴香の22,000斤、木香の2,000斤、牛角片の1,000斤、牛角の
1,000斤などの漢方薬が大量であった。黒檀の20,000斤と各種沈香の1,430斤と伽羅などの香木
も多数であった。それら以外に、鮫皮の1,000枚、牛皮の596枚、鹿皮の91枚などの革製品もあ
った。
32）	 寺島良安編『和漢三才図会』卷90、東京美術、1970年、1256－1257頁。
33）	 永積洋子編『唐船輸出入品数量一覧1637～1833年―復元　唐船貨物改帳･帰帆荷物買渡帳―』創文社、
1987年、127頁。
宝暦 3 年（1753年）瑞安船の積荷	
氷砂糖 2,500斤 各種沈香 1,430斤 小茴香 22,000斤 梹榔子 160斤
最上白砂糖 9,000斤 麝香 8 斤 山帰来 16,000斤 陶器用土 300斤
並　白砂糖 24,000斤 人参 250斤 宿砂 1,000斤 大腹皮 250斤
伽羅 37斤½ 木香 2,000斤 肉桂 80斤 干白蛇 40斤
黑漆 400斤 象牙 800斤 鼈甲 10斤 鹿皮 91枚
白檀 40斤 牛角片 1,000斤 各種人参 410斤 薬種 若干
黒檀 20,000斤 牛角 1,000斤 鮫皮 1,000枚 牛皮 596枚
象脂 50斤 犀皮 20斤
表 3　宝暦 3年（1753年）に長崎に入港した瑞安船の積荷33）
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　以上のように、寛文 3 年（康煕 2 、1663年）に長崎に入港した温州船の 2 隻と宝暦 3 年（乾
隆17、1753年）瑞安船の 1 隻との積荷が多少異なるが、両方とも砂糖が商品の主役であったこ
とがわかる。また、砂糖に次ぎ、温州船の積荷には反物、伽羅、沈香などが主な交易品であっ
た。
三、温州船の航行ルート
　『華夷変態』に記録されている江戸時代に長崎に入港した25隻の温州船の航行ルートに関する
情報をまとめたものが次の表 4 である。
　表 4 から、江戸時代に長崎に来航した25隻温州船の貞享 4 年42番温州船、貞享 5 年 6 番温州
船、元禄 4 年85番温州船、元禄 5 年17番温州船、元禄 6 年 2 番温州船、元禄 6 年74番温州船、
元禄 7 年 4 番温州船、元禄 8 年39番温州船、元禄10年15番温州船、寶永 7 年48番温州船、正徳
1 年20番温州船などの11隻が最初に温州を発し、途中で寧波府普陀山、または普陀山沖にある
盡山という島に船を寄せ、そこから発し長崎へ向かったことがわかる。この航路に関しては、
18世紀初頭に作成されたとされる中国の航海指南書である『指南正法』の「寧波往日本針」と
「盡山往長岐」によれば、
普陀放洋、用單卯十四更、又用單卯十更、又用甲寅八更、又用單甲八更見天堂、收入長
岐34）。
開舡北風、用單寅十五更、艮寅九更、取五島、單寅五更收入港可也。35）
とあり、普陀山を出帆し、「單卯十四更」、「單卯十更」、「甲寅八更」、「單甲八更」などの羅針方
位に従い航行して、まずは天堂（熊本の天草）に着き、その後に長崎に入港している。また盡
山から出発する場合は、「單寅十五更」、「艮寅九更」に従い航海すれば、五島列島に到着し、そ
の後長崎に入港することができるとされた。
　その他、元禄 3 年33番温州船、元禄 4 年 9 番温州船、元禄 4 年31番温州船、元禄 7 年56番温
州船、元禄 9 年18番温州船、元禄 9 年37番温州船、元禄 9 年59番温州船、元禄10年28番温州船、
元禄10年44番温州船、元禄10年64番温州船、元禄10年73番温州船、元禄11年06番温州船、元禄
11年35番温州船、元禄11年42番温州船などの14隻が温州を出帆し直接に長崎に到着したのであ
る。この航路に関しては『指南正法』の「温州往日本針路」に、
34）	『兩種海道針經』、中華書局、1961年、168－169頁。
35）	 同書、176頁。
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西暦 日暦 中国暦 番船 記録 頁
1687 貞享04 康煕26 42番温州船
今度於彼地、唐人數七拾七人乘組申候而、三月六日に出舩仕申候
所に、其節之海上逆風斗にて、普陀山へも乘戻り、又寧波へも乘
戻り、寧波に而は水薪など少相調申候而、又普陀山表へ乘り出候。
697
1688 貞享05 康煕27 06番温州船
溫州を出舩仕候、（中略）當三月五日に普陀山へ風待之ため舩を
寄せ、一日逗留仕、翌六日には順風に成申候故、普陀山を出舩仕、
乘り渡り申候。　
842
1690 元禄03 康煕29 33番温州船
則溫州に而仕出し申候、此間渡舩之内、海上少も相替儀無御座、
何舩も見かけ不申候、尤日本之地何方へも舩寄せ不申、直に今日
致入津候。
1206
1691 元禄04 康煕30 09番温州船
私共舩は、浙江之内溫州府に而仕出し、（中略）今度渡舩之内、海
上に而も相替儀少も無御座、何舩も見かけ不申候、段々無滞罷渡
り申候に付、日本之地何方へも舩寄せ不申、直に今日致入津候。
1308
1691 元禄04 康煕30 31番温州船
私共舩は、浙江之内溫州にて仕出し、（中略）溫州出舩已来、海
上相替儀無御座、尤何舩も見かけ不申候、海上風並能御座候に付、
勿論日本之地何國へも舩寄せ不申、直に今日致入津候。
1332
1691 元禄04 康煕30 85番温州船
彼地出帆仕候は、當六月九日に唐人數四拾五人、幷に東京人六
人、都合五拾壹人乘組候而、出舩仕候、同廿日に普陀山へ舩を寄
せ、用事等相調、同廿二日に普陀山乘出し渡舩仕候。
1390
1692 元禄05 康煕31 17番温州船
私共舩は、浙江之内溫州に而仕出し、則於彼地、唐人數四拾七人
乘り組候而、當月五日に無類舩、私共舩壹艘致出舩、同十三日に
普陀山へ舩を寄せ、用事相調申候而、同十五日に普陀山出帆仕致
渡海候。
1427
1693 元禄06 康煕32 02番温州船
私共舩は、浙江之内溫州に而仕出し、（中略）今度此舩共も寧波
乘り出し、普陀山へ舩を寄せ、風待仕候而、普陀山より渡海仕筈
之段承申候。
1501
1693 元禄06 康煕32 74番温州船
私共舩は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、則於溫州に唐人數五
拾三人乘組申候而、當六月十五日に溫州致出帆、同廿五日に普陀
山へ舩を寄せ、用事等相調申候而、七月十日に普陀山乘り出し渡
舩仕候。
1587
1694 元禄07 康煕33 04番温州船
私共舩は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、唐人數五拾人乘り組
候而、去冬十二月廿四日に溫州乘り出し、同廿九日に普陀山沖之
嶋盡山と申所へ舩をよせ、水取申候而、當月朔日に盡山出帆仕致
渡海候。
1617
1694 元禄07 康煕33 56番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州に而仕出し、唐人數四拾貳人乘組候
而、當月十日に無類舩、私共舩壹艘致出帆渡海仕候、尤余に跡舩
も無御座候、（中略）此間海上も無滞罷渡り申候に付、日本之地
何國へも舩よせ不申、直に今日致入津候。
1667
1695 元禄08 康煕34 39番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所より仕出し、則唐人數四拾八
人乘組候而、當七月四日に溫州致出舩渡海仕候、（中略）私共舩、
右之日限に溫州出舩仕、兼而宿願有之候に付、同十二日に普陀山
へ舩を寄せ、佛事相遂、其外用事相調申候而、同十七日に普陀山
出帆仕候。
1748
1696 元禄09 康煕35 18番温州船
私共舩は、浙江之内溫州府東
トウクワン
關と申所に而仕出し、則唐人數四拾
三人乘り組、當正月十八日に彼地致出舩渡海仕候、（中略）私共
舩、右之日限に溫州出帆仕候處に、乘り筋惡敷御座候歟、存之儘
舩を乘り得不申、剰當月九日に洋中におゐて逆風に逢申、直に渡
海難成、無是非薩摩之御領へ碇をおろし申候。
1778
表 4　『華夷変態』に記録されている温州船の航行ルート
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西暦 日暦 中国暦 番船 記録 頁
1696 元禄09 康煕35 37番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）今度渡
舩之内、海上相替申儀無御座候、此間洋中におゐて數度逆風に逢
申候迄にて、少々日數を込申候得ば、仕合能日本之地何國へも舩
寄せ不申、直に今日入津仕候。　
1789
1696 元禄09 康煕35 59番温州船
私共舩は、浙江之内溫州にて仕出し、（中略）此間順風能罷渡り
申候故、日本之地何國へも舩寄せ不申、直に今日入津仕候。　
1817
1697 元禄10 康煕36 15番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）私共舩
右之日限に溫州出舩仕、同廿九日に普陀山沖之嶋盡山と申所へ舩
を寄せ、用事相調申候而、當月二日に盡山乘出し申候。
1862
1697 元禄10 康煕36 28番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）今度渡
舩之内、海上相替儀も無之、尤於洋中何舩にも行逢不申候、此間
風不順に御座候而、難儀仕申候得共、段々凌渡、日本之地何國へ
も舩寄せ不申、直に今日入津仕候。　
1875
1697 元禄10 康煕36 44番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）今度渡
舩之内、海上相替儀無御座、勿論於洋中に見かけ申たる舩も無御
座候、私共舩乘筋惡敷御座候而、少々日數を込申候へ共、日本之
地何國へも舩寄せ不申、直に今日入津仕候。
1891
1697 元禄10 康煕36 64番温州船
私共舩之儀者、浙江之内溫州に而仕出し、（中略）今度渡舩之内、
乘り筋惡敷御座候故、度々逆風に逢、於洋中に日數を込申候得共、
仕合能、日本之地何國へも舩寄せ不申、直に今日入津仕候。　
1910
1697 元禄10 康煕36 73番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州に而仕出し、（中略）今度渡舩之内、
海上相替申儀無御座候得共、風並惡敷、洋中に而數日漂罷有候所
に、浙頃日順風を得申候に付、日本之地何國へも舩寄不申、直に
今日入津仕候。　
1919
1698 元禄11 康煕37 06番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所にて仕出し、（中略）今度渡
舩之内、洋中相替申儀も無御座候、併私共舩、乘り筋惡敷御座候
故歟、存之外海上日數を込罷渡申候得ども、日本之地何方へも舩
寄せ不申、直に今日入津仕候。　
1961
1698 元禄11 康煕37 35番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所にて仕出し、（中略）私共右
之日限に、溫州出帆仕罷渡り申候處に、去る十二日に、當湊沖に
て不慮に大風に逢申、既危き躰に御座候處に、漸風難を相凌申候
得ども、直に湊内へ乘入得不申、無是非大村領大田和と申所へ碇
をおろし申候。　
1990
1698 元禄11 康煕37 42番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）今度渡
舩之内、打續順風無之、殊外難儀仕申候、剰當月十三日、於洋中
逆風に逢申、存之儘舩を凌渡り申儀難成、無是非平戸領赤瀬と申
所へ碇をおろし申候。　
1997
1710 寶永07 康煕49 48番温州船
私共舩之儀は、浙江之内溫州に而仕出し、唐人數四拾壹人乘組候
而、當七月十五日溫州より致出舩、同廿五日寧波へ舩を寄せ、彼
地に而荷物積添、八月九日に寧波乘出し、同廿五日普陀山へ乘寄
せ、即日普陀山出帆仕致渡海候。
2676
1711 正徳01 康煕50 20番温州船
私共舩は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）私共舩右之
日限溫州出舩仕り、當正月六日に普陀山へ舩を寄せ、用事相調申
候而、同十六日普陀山乘出申候。
3016
注 :頁は『華夷変態』の頁数を示す。（『華夷変態』、東方書店、1981年、上冊は 1 －921頁、中冊は923－1841頁、下冊は1843
－3041頁）
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溫州開舡、用單甲五更、用甲寅六更、用單寅二十更、用艮寅十五更、取日本山、妙也36）。
とあり、温州から長崎への渡海の方法について記している。
　以上から、長崎に来航した温州船の航路には寧波府普陀山、またはその付近にある盡山を経
過し、長崎に向かうものと、温州から直接に長崎に向かうものと二つの路線があったことがわ
かる。
四、長崎来航の温州船がもたらした温州府事情
　江戸時代の長崎に来航した温州船は積荷のみならず、温州府に関する情報をももたらした。
次に長崎に来航した温州船が伝えた温州府の事情について順に述べたい。温州を本港として元
禄 4 年（康煕30、1691年） 7 月14日に長崎に入港した85番温州船の報告によると、
私共舩は、累年東京に而仕出し、去年も從東京御當地へ罷渡り申候八拾貳番之舩に而御座
候、從御當地、去年十月十日に致出舩、東京へ歸帆仕覺悟に而渡舩候内に、於洋中に舩底
より水入、荷物も濡申程に御座候故、東京へ歸國仕得不申、無是非浙
セッコウ
江之内溫州へ舩を乘
り入、舩底を見申候得ば、元より古舩に而御座候に付、修理にも及不申躰に御座候により、
不及是非元舩を捨、濡荷物賣り、新舩を造り、則溫州幷に寧波之客共、新造舩と承及、糸
端物等を持寄り積申候に付、少々荷物積高も御座候、彼地出帆仕候は、當六月九日に唐人
數四拾五人、幷に東京人六人、都合五拾壹人乘組候而、出舩仕候、（中略）乘渡り之舩、右
申上候様に、溫州に而造り申候新舩に而、初而渡海仕候37）。
とあり、85番温州船は本来ベトナムの東京を出帆した船であり、日本での取引が終わり、前年
の10月14日にベトナムの東京に帰帆する途中で暴風に遭い、船底に水が入り荷物が濡れたため、
温州に船を寄せたのであった。温州で船の検査を受けた後、元の船は古くて使えないため、温
州にて新たな船を作り、当地の荷物を積載し、 6 月 9 日に再び日本に向かって出帆した。この
報告は、外地の商人が温州で造船した一例である。
　元禄 7 年（康煕33、1694年） 1 月 9 日に長崎に入港した 4 番温州船は、
私共舩は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、（中略）次大清諸省共に太平之事に而、山海之
端々迄静謐に御座候、併南京浙江両省之儀、去年は雨水無之、及飢饉に申に付、北京之貢
米大分御赦免有之、人民之救ひに罷成申候、此段定而已前に致入津候普陀山寧波舩共も、
36）	 同書、169頁。
37）	 同書、1391頁。
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可申上と奉存候、其外相替儀は無御座候、尤溫州之儀も彌浙江救ひ之内に而、貢米免許に
付、官民共に悦申事に御座候38）。
とあり、康煕32年（元禄 6 、1693年）に浙江の地が旱魃に遭い食料不足を来した。皇帝はそれ
に同情し、その年における浙江の朝廷への貢米を免除した。温州も浙江の一部であるため恵ま
れたと伝えている。この事情は『清実録』、巻一百六十、康煕32年 9 月丁巳（16日）の条にも、
諭大學士等、江浙二省、今年夏旱、雖不成災、秋收諒必有限、若漕糧照常徴收起運、恐民
食將至匱乏、朕為此常切軫念、除浙江漕糧、已經改於今年蠲免外、其江南漕糧、今年或三
分免一或免一半。俟至該省應蠲年分、將今年所免米石、照數補徴起運、於漕糧既無缺少、
官民大有裨益、著滿漢大學士等會同戶部堂官、倉場侍郎等作速確議具奏39）。
と記録されているように、江蘇と浙江両省が旱魃に遭ったため、浙江の当年分の税糧を免除し、
その免除分を浙江の次年以降の豊年に補充させると、康熙帝は勅命を下した。すなわち、元禄
7 年（康煕33、1694年）の 4 番温州船が伝えた「貢米」とは「漕糧」のことで税糧を意味して
いる。 4 番温州船の報告と『清実録』の記述とほぼ一致している。
　元禄 9 年（康煕35、1696年） 7 月12日に長崎に入港した59番温州船の場合も、
私共舩は、浙江之内溫州にて仕出し、（中略）次に大清十五省共に太平之儀に御座候、併帝
都北京當年旱魃に付、旱り無之諸省より米穀運送仕筈に有之候、依て米穀運送之公役舩、
諸所より北京之内天津衞に遣申儀に御座候得ども、溫州之儀も旱魃故、人民難儀仕候、就
夫公役舩も申不參候40）。
と、首都の北京が旱魃に遭い、各地の公役船が徴用され、北京に救済の米穀を運搬するのに北
京付近の天津に派遣されたが、ちょうどこの時期に温州においても旱魃が起こり、公役船がす
でに北京に向かったため温州に来られなくなり、当地の百姓が苦しんでいたと報告している。
これに関して、『清実録』、巻一百七十一、康煕35年 2 月壬辰（ 6 日）の条に、
內閣大學士陶岱、往盛京賑濟、并以天津海口運米至盛京事情訓旨、上曰、從天津海口運米、
但以新造舩與商舩轉運、尚恐舩少、應遣人往福建將軍督撫處勸諭走洋商舩、使來貿易至時
用以運米、仍給以雇直、其裝載貨物、但收正稅、概免雜費、往取此舩、著各部院衙門、派
38）	 同書、1618頁。
39）	『清実録』、聖祖実録、康煕32年 9 月丁巳の条、巻一百六十、第五冊、中華書局、1985年、755頁。
40）	 同書、1817頁。
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出賢能司官筆帖式各一員、令馳驛前去41）。
と、內閣大學士の陶岱が船舶で天津から災害が起きた盛京（現在の瀋陽）まで救済の穀物を運
送すると奏上した。康熙帝はそれを聞き取り、新たな官府の船舶を派遣し、福建將軍督撫に沿
海の商船をも穀物の運送に徴用させた。ここで、旱魃が起きた地は恐らく北京ではなく、盛京
であり、59番温州船が本来報告した「盛京」が長崎の唐通事に間違えられ、「北京」と記された
のではないかと考えられる。
　また、元禄10年（康煕36、1697年） 1 月 7 日に長崎に入港した15番温州船は、
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所に而仕出し、則唐人數三拾壹人乘組候而、去冬十二月
十六日に彼地出帆仕致渡海候、（中略）次に大清之儀、十五省共に彌無相替儀、邊土迄も太
平之由に御座候、殊に浙江表、米穀類下直に有之候故、萬民渡世仕やすく、安堵之儀共に
御座候、扨又於溫州に、銅之直段も大抵に有之候得共、賣拂申儀勝手に罷成候由、是又商
人共風聞仕事に御座候42）。
とあり、浙江における米穀の値段が下がり、民衆らも暮らしやすくなったとある。温州の銅価
は普通で、銅の取引も平常であったとある。
　元禄10年（康煕36、1697年） 5 月28日に長崎に入港した64番温州船は、
私共舩之儀者、浙江之内溫州に而仕出し、唐人數四拾人乘組候而、當月三日無類舩、私共
舩壹艘致出帆渡海仕候、同湊跡舩之儀、今壹艘御座候得共、溫州之儀、荷物乏く御座候に
付、只今客荷物等招集居申候間、渡海之支度相調可申儀、難斗御座候43）。
と、温州では積荷とする商品が不足し、その影響で跡船の一隻の出船が遅延していた。
　元禄10年（康煕36、1697年） 6 月 6 日に長崎に入港した73番温州船の場合も温州における商
品の不足を伝えた。
私共舩之儀は、浙江之内溫州に而仕出し、唐人數五拾人乘組候而、當五月十五日に無類舩、
私共舩壹艘彼地致出帆渡海仕候、（中略）併溫州之儀、出産之荷物とても無之所に而御座候
故、諸方より客荷物持來り候を相待居申躰に御座候間、縦來朝仕候共、少々延引可仕与奉
41）	『清実録』、聖祖実録、康煕35年 2 月壬辰の条、巻一百七十一、第五冊、中華書局、1985年、864頁。
42）	 同書、1862頁。
43）	 同書、1910－1911頁。
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存候44）。
　温州は「出産之荷物とても無之所」と、物資が非常に不足し、長崎への出船の時間が延期さ
れ、各地からの交易品を待つことを余儀なくされたようである。
　また、元禄11年（康煕37、1698年） 1 月 4 日に 6 番温州船が伝えたのは、
私共舩之儀は、浙江之内溫州と申所にて仕出し、唐人數四拾五人乘り組候而、去冬十二月
十五日彼地致出帆渡海仕候、（中略）且又溫州之儀は小湊に而、商舩之往來も多く無御座
候、唯此所材木等大分致出産候に付、舩を造り申に勝手能御座候故、寧波表之商舩どもも、
大方此所にて造り申候、勿論私共舩も溫州にて致修覆、今度乘り參申候、糸端物類も乏き
所にて御座候故、商舩仕出し申し候儀は、殊之外不自由に御座候に付、此所より來朝之舩
數も、多く無御座候45）。
とあり、温州は小港で、来航する商船も少ない。それに、当地において糸反物も不足し、商船
の仕出しは不自由であったと見られた。温州当地における交易品の欠乏は長崎への貿易にも影
響を与えたと考えられる。しかし、温州は木材の産地であり、造船も盛んであるため、寧波の
商船の大部分もここで製造したのである。 6 番温州船も 1 回温州で修復を受けた。
おわりに
　江戸時代の長崎に来航した中国の貿易船に浙江省温州府より出帆した船があった。温州府は
浙江省の東南に位置し、他の地域との連携が少なく、「邉鄙な地」であると言われたが、そこに
恒常的に長崎に来航した船があった。その隻数は江戸時代の唐船風説書を収録した『華夷変態』
とオランダ記録から、寛文 3 年（康煕 2 、1663年）から宝暦 3 年（乾隆17、1753年）にかけて
27隻が数えられる。
　長崎に来航した温州船の積荷に関しては、元禄 3 年（康煕29、1690年）に長崎に入港した41
番沙埕船が報告したように、福州、泉州、厦門、広東、南京、寧波などの中国各地の商人が長
崎まで商品を販売するために温州で集合し、商品を温州の船に積み、長崎へ出港したことによ
り、温州船の積荷に福州、泉州など温州以外の地域の商品が含まれていることが考えられる。
これら温州以外の地の商品には、事前に温州に輸送され、長崎へ舶載されたものだけではなく、
温州船が寄港した寧波で積み込んだ商品を長崎へ輸送したものもあった。それに関しては、宝
永 7 年（康煕49、1710年）に長崎に入港した48番温州船の報告で見られるように、長崎に来航
44）	 同書、1919頁。
45）	 同書、1961頁。　
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した温州船は温州当地の出産物のみならず、寧波に集荷された商品をも搭載していた。他方、
オランダ記録に残された最初の寛文 3 年（康煕 2 、1663年）の温州船と最後の宝暦 3 年（乾隆
17、1753年）の温州船が積載した商品は主として砂糖、反物、伽羅、沈香などの交易品であっ
たことが知られる。また、正徳元年（康煕50、1711年） 6 月11日に長崎に入港した40番台湾船
の報告から見れば、温州の商人は長崎に赴く前に、台湾で当時日本の人々に極上品とされる砂
糖を購入してから、日本に向かって販売するという運航形態が見られる。
　長崎に来航した温州船の航行ルートに関しては、温州船には寧波府普陀山、またはその付近
にある盡山を経由し、長崎に向かうものと、温州から直接に長崎に向かうものがあった。
　長崎に来航した温州船がもたらした温州府の事情によると、温州は港口として優れた地理的
条件を十分に満たしていたが、旱魃などの自然災害の多発な地あり、当地の産物としては、元
禄11年（康煕37、1698年）に長崎に来航した 6 番温州船が「唯此所材木等大分致出産候」46）と報
告したように、主に木材のみであった。日本向けの商品不足は、一定程度に温州の対日貿易を
制約していたと言えよう。
　以上のように、『華夷変態』を中心とした諸史料により、江戸時代における浙江省温州府に関
する情報、さらに温州と日本との貿易の一端が詳しく知られるのである。温州から恒常的に長
崎に来航した船があったが、『華夷変態』に温州は「邉土」、「邉海」などと記され、日本向けの
商品不足が恒常化しているところであった。しかし、温州は江戸時代における長崎と貿易を行
った中国沿海の港口の一つであったことから、長崎へ出帆した船が果たした役割を無視するこ
とができないと言える。
46）	 同書、1961頁。
